
今日の歌♪ 

 「四つのテスト」 

真実か どうか 

みんなに 公平か 

好意と友情を 

深めるか 

みんなのために 

なるかどうか 

今後の予定 

２月：世界理解月間 

●12:40開会点鐘 

●友情と親睦の握手 

●ロータリーソング 

  「四つのテスト」 

●お客様紹介 

●会長の時間 

●幹事報告 

●委員会報告  

 ・出席状況報告他 

●3分間スピーチ 平尾公介会員 

 

 

●卓話「自動車のなぜ??」 

  １．カタログに表示されている燃費と 

    自走時の燃費の差 

  ２．エコタイヤとは？ 

  ３・大型バスの自動ブレーキの義務化 

           南  武  会員 

●その他 

  ・ニコニコBOX報告 

●１３：３０閉会の点鐘  

●本日の会合＜被選理事会＞ 

 北川、原田、高島、小北、日野 

 小西、橘、山口伊、嶋田、米田  

 木﨑、西田 
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13 平尾 会員 

20 今中 会員 

２7 林（宏）会員 

3 

6 小林 会員 

13 岩本 会員 

20 春分の日 

27 原  会員 

原点回帰～ロータリーのきずなとともに
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２月の花「洋種雲間草 （クモマグサ）」 

 花言葉：活力・自信・深い愛情・活動 

クモマグサの名前で出回るのはヨーロッパ原産の洋種「クモマ

グサ」を指し、日本の高山で自生するクモマグサとは別種。同

属で花姿もよく似ていますが栽培が難しいためほとんど出回り

ません。「サフシスラガ」は、ラテン語の「サクスム（石）」と「フラ

ンゴ（割る、砕く）」という意味で、岩の割れ目に自生しているこ

とから、または大きな岩をゆっくり砕いてしまう印象から、ある

いは結石を溶かす薬草であるから、などの諸説があります。 

2/20 

（水） 

・卓話  

 中谷賀久会員 

2/27 

（水） 

・卓話 

  

3/6 

（水） 

・卓話 「識字率向上 

 に因んで」  

 多田利生委員長 

・定例理事会 

3/13 

(水) 

・外部卓話 

・被選理事会 

第１８５１回例会プログラム 
２０１３年２月１３日（水） くずはゴルフ場 

                   ▲「続日本紀」が完成(797)▲千手堂、悲田院、焼

ける(1168)▲鎌倉の寿福寺建立。臨済宗の祖である栄西が開山(1200)▲王政復

古と名誉革命、イギリスで権利宣言(1689)▲樺太開拓使設置(1870)▲地方公務員

法施行(1951)▲平民に姓を強要。13万種ほどの苗字、誕生(1875)▲作曲家ワーグ

ナー没。69歳(1883)▲都教育庁が「赤い教員」246人に対して退職勧告を行う

(1950)▲地方公務員法施行(1951)▲フランス、サハラ砂漠で原爆実験に成功

(1960)▲ソ連が作家ソルジェニーツィンを国外追放(1974)▲「風俗営業等の規則

及び業務の適正化等に関する法律（新風営法）」施行(1986)▲リクルート事件で江

副浩正前会長ら逮捕(1989)▲気象協会がスギ花粉の飛散状況の予報を開始

(1990)▲日本新聞協会、皇太子妃報道の一定期間の差し控えを協定(1992)  
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                              『原点回帰』 

 本日は懸念された降雪もなく、お客様として

枚方市PTA協議会副会長 福川妃路子様、

母親情報交換委員会小学校部会牧野小学

校副会長 池之上めぐみ様、そして米山奨学

生董璞玉(トウボクギョク)様を迎え、例会が開

催できることを嬉しく思います。  

 今2月は、世界理解月間であり、国際理解、

親善、平和を推進するために実施する活動を

いいます。初期のロータリーには人道的奉仕

活動を主体とした国際奉仕部門はありません

でした。 

 しかし、第一世界大戦中の１９１７年頃より、

米国、カナダ、ヨーロッパのロータリークラブが

各地の避難民や傷病兵、復員する軍人に対

するボランティア活動や物資援助を行うなど

歴史的背景を受けて、「奉仕の理想に結ばれ

た、事業と専門職務に携わる人、および地域

社会のリーダーの世界的親交によって、国際

間の親善と平和を推進する」という国際奉仕

概念が1922年に綱領の第6項目として正式に

明文化され現在に至っています。 

 活動としては、2度にわたる世界大戦を通じ

て世界平和を願うロータリアンは、1945年に米

国合衆国国務省から要請を受けて、49名が

国連憲章の原案作成作業に参加したと言わ

れています。これはロータリーの歴史の中でも

特筆すべき国際奉仕活動でしょう。 

 以上、世界理解月間の一竿を述べました。 

会長の時間 

おめでとうございます 

2月入会祝 木﨑信也会員         2月誕生日祝 足立恒雄会員  2月誕生日祝 南  武会員   2月誕生日祝 重田惠年会員 

2月誕生日祝 川島吉博会員    2月誕生日祝 日野守之会員     2月誕生日祝 西田英夫会員           

初木会員に13-14年度地区社会奉仕委員委嘱状の授与 

米山奨学生董璞玉さんに2月奨学金を授与 
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☆「私のきずな」   第２１回           三木  彰 会員 

 

  東日本大震災以後、「絆」ということがクローズアップされてきています。考えてみると人は

数々の「絆」を結んでいます。私も樟葉に於て40年近く歯科医院を開業して来れたのは患者さ

んとの人間関係のつながりと縁を大事にして「絆」を深めてきたことがよかったと思います。 

 年齢を問わずたくさんのいろんな方々と出会い、まじめに接する事でお互いの信頼関係を築き、歯科医師

として患者さんの立場を理解し合いながら、今日まで治療を続けてこれたことに感謝しています。親子三代に

亘ってお付き合いが続いている方々、わざわざ遠方より通院して下さる方、引っ越しされても先生の顔が見た

いと言って通院して下さる方など頭の下がる思いがします。微力ではありますが歯科医療を通じて地域医療

に貢献して、より一層の人と人との「絆」を深めて行くよう努力していきたいと思います。 

卓  話 

 2月は「世界理解月間」です。1905年2月23

日は、ポール・ハリス他3名が初めて会合を

持った日で、ロータリーの創立記念日になっ

ています。2月を「世界理解月間」として発足

し、特に2月23日から始まる1週間を「世界理

解と平和週間」とし、国際奉仕活動を強調す

ることを決議しています。 

 この月間は、１９８３年から実施されていま

す。「世界理解」という標語はひじょうに大きす

ぎて何を理解すれば良いのか私にはわかりま

せん。そこで資料として配布しています2012

年2月号の「世界理解月間によせて」の題目

の内容を先に読ませて頂きます。 

 6番目の世界理解は「永遠不変の原理の宣

言」と述べておられますが、現在ロータリーは

どのように実施しているのか、将来は、どのよ

うにあるべきか考えてみましょう。 

 

１．現在国際ロータリー（RI）は「ポリオプラス

絶滅運動」に何百億円をかけて世界中で実

施していますが、これは典型的な「世界理解」

であり、「国際奉仕」であります。 

 

２．現在、日本でも「世界理解」に貢献してい

るプロジェクトが数多くあります。例えば①米

山奨学生の受け入れ、②青少年交換、③国

際親善奨学生や研究グループ交換等々、④

海外の姉妹クラブとの友好。 

３．これらの活動は「世界理解」「国際親善」等

世界平和の実現に直結しているかといえば現

在は直結していないと言わざるを得ません。 

 

４．今後どうすればいいのか。 平凡な答えで

すがコツコツと地道に積み重ねていくしかない

と思います。以上今まで述べた事は夢のまた

夢であり、本当の理想論であります。現在、世

界の現状をみますとロータリーで手におえない

多くの問題ばかりが毎日報道されています。 

①戦争②内戦③貧困④災害⑤疾病 これらの

問題を抱えている国ほどロータリークラブがあり

ません。ロータリークラブの無い国との接し方

は私にはわかりません。どのようにすれば「世

界理解」すなわち「国際理解」に一歩でも近づ

けるのかこれは私たちの宿題とさせて頂きま

す。そこで私達は近隣諸国との交流に当って

相手国をどのように理解し、相手国に対しどの

ように接したら理解してもらえるかを考える事の

方が一番の近道と思います。 

 

 幸いにも日本は「米山奨学金」で外国から多

くの米山奨学生を受け入れています。特に中

国からの奨学生が一番多く、現在までに何百

人もの米山奨学生OB,OGがおられます。董璞

玉さんもその一人です。どうか中国へ帰られた

ら米山のOB,OGの方々にもお願いして日本の

良さを理解し、お互いの国の理解を深めるよう

努力してください。 

「世界理解月間に因んで」     藤原和彦 国際奉仕委員長 



○本日の配布物 

①２月６日週報 

②ガバナー公式訪問記念写真 

 

○本日の回覧物 

・ロータリー手帳 

○地区行事等出席報告 

2/8第2回GSE受入実行委員会          國田 

2/9 2660地区6組IM                初木 

2/12FVP補助金管理セミナー打合せ      初木 

○地区行事等出席予定  

2/19第3回ＩＭ3組幹事会              畠仲         

2/23FVP補助金管理セミナー        

2/24米山修了生歓送会               橘 

3/9 職業奉仕正副委員長会議         中村 

3/9 社会奉仕委員長会議            多田       

3/16 国際奉仕・WCS委員長会議     
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ニコニコ箱 合計 ￥38,000 累計   ￥885,475 

ニコニコ箱メッセージ（敬称略・順不同） 

＊85才になります                 足立恒雄 

＊誕生日の御祝を頂いたよろこびに！    重田惠年 

＊誕生祝を頂き高島会長のリクエストにお応えして  

                            川島吉博 

＊誕生祝の喜びに！50才の仲間入りです  日野守之 

＊誕生日プレゼントを頂いたよろこびに    西田英夫 

第１８５０回例会出席報告（２月６日） 

総会員数 出席者 出席率 

５4名  ３５名 ６７．３０％ 

第１８４７回 例会補正後 出席率 75.00％ 

   メーク ４名  欠席 １3名  除外 2名 

 

第2回情報集会のご案内 

 ・日  時 ： ２０１３年２月２０日（水） 

          開会１８：３０～ 

 ・場  所 ： ひらかた仙亭       

 ・内  容 ： 地区活動状況について報告と解説 

                    初木賢司 地区社会奉仕委員長 

          國田欣吾 地区職業奉仕委員 

 ・会  費 ： ５，０００円 

 ・締切り日 ： 2013年2月１3日 

                   

 

「安全あんしんパトロールプロジェクト」 

プレート贈呈式 
２０１３年２月６日（水） 

枚方市PTA協議会副会長 福川妃路子様（写真中央）、母親情

報交換委員会小学校部会牧野小学校副会長池之上めぐみ様

（写真右）高島会長より目録が手渡されました。 

-地域の子ども達へ― 

登下校での安全確保の

為、地域の人々に防犯プ

レートを配布し安全安心は

自分たちでと誓いました。 


